
天は自ら助くる者を助く
校 長 兼 平 栄 補

この格言は、幾多の試練を経て現代にまで
語り継がれてきた。その短い言葉には、人間
の数限りない経験から導き出された一つの真
理がはっきりと示されている。「自助」の精
神は、人間が真の成長を遂げるための礎であ
る。

外部からの援助への過剰な依存は人間を弱
くする。自分で自分を助けようとする精神こ
そ、その人間をいつまでも励まし、元気づけ
る。

いま厳しい就職戦線の結果が出て、一喜一
憂の毎日であるが、これまでの「自助」の取
り組みの成果が出ていると思う。

“人の助け”、“社会の助け”、“天の助
け”がある時もあるが、そればかりを期待し
て生きるのはいかがなものであろうか。それ
らがないことを嘆き、不幸になるのは、自分
のためには良くない。いつでも期待できるの
は、“自分の助け”だけである。「自分を幸
せにしよう」と努力を続ける人には天は幸せ
を与えてくれる。そう信じて努力することが
大事なのである。天は公平で、えこひいきし
ない。努力した人には良い結果を与えてくれ
る。

運やツキもある。偶然や出会いのようなも
のもある。しかし、一番幸せを運んでくれる
のは、自分の努力である。

我々を助けるのは偶然の力ではなく、確固
とした目標に向かって粘り強く勤勉に歩んで
ゆこうとする姿勢なのである。どんな分野で
も、目標をめざし精一杯努力しなければ、す
ぐれた業績は上がらない。この点を、われわ
れは固く肝に銘じておくべきである。

自分の幸福や成功については、あくまでも
自分自身が責任を持たなければならない。確
かに、どんな立派で賢い人間でも他人から大
きな恩恵を受けている。人は一人では生きて
行けない。他の人や社会の恩恵を少なからず
受けているはずである。だが、それらを誘引
するのは、その人の目標に向かって粘り強く
努力する姿勢である。

自分が幸せでないこと、成功していないこ
とを、環境のせいや誰かのせいや運のせいな

どと考えると、イライラしたり腹が立ったり
する。自分のせいと考え、自分を責めたり自
分はダメと思ったりすると、つらい気持ちに
もなる。自分の人生の責任は、結局は、自分
が経験としてとることになる。人や環境のせ
いにして嘆いてもしかたがないことである。

幸せになりたければ、そのために努力すれ
ばいい。成功したければ、そのために努力す
ればいい。「○○たらいいな。ではどうし
たら？」と考え、実践に移すことが出来れば
いい。自分を幸せにするためには。「今はど
うすればいいだろうか？」と考えられるよう
になれたらいいのである。

いつでも自分を助けられるのは自分だけで
ある。自分を助けるいい方法を考えられるの
も自分である。

これからの試練に際し、周囲の様々な“助
け”があるが、最終的にその試練に立ち向か
うのは自分である。そこに至るまでの自分自
身の「自助」すなわち努力の内容が問われる
のである。

１０月行事予定

２日(金)高総文祭総合開会式（宮古市）

３日(土)同窓会総会

７日(水)～９日(金)

インターンシップ（２年）

８日(木)～９日(金)

アイデアロボット岩手県大会

１４日(水)自動車学校入学説明会(３年)

１５日(木)生徒会役員選挙

１６日(金)英語検定

１９日(月)～２５日(日)

学校へ行こう週間

２０日(火)定例職員会議

２４日(土)～２５日(日)工業祭

２７日(火)～２８日(水)代休

３０日(金)漢字検定

３０日(金)～３１日(土)

ものづくりコンテスト岩手大会

山ぼうしは「立志の樹」といわれ、本校正門脇に植樹されており、

花も実も 蒼天に立つ 山ぼうし
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新里・川井地区の様子

◇
◇

９月１０日、２年生を対象に山本正徳 ◇
宮古市長の講演が「宮古の産業振興」と ◇
いう演題で行われました。宮古・下閉伊 ◇
地区の製造業 ◇
を支える人材 ◇
として、宮古 ◇ ◇
工業高校生が ◇
期待されてい ◇
ると強く感じ ◇
ました。市長 ◇
の迫力あるお \◇
話に、生徒も ◇
真剣に聞き入 ◇
りました。 ◇

９月２５日、第一体育館で校内ロボット競技大会を開催しました。１０月９日に江
刺中央体育館で行われる県大会を前に、３年生が課題研究の時間に製作したロボット
を全校生徒にお披露目し、またその完成度を確認することを目的に行いました。

参加したのは、機械科２チーム、電気電子科１チーム、建築設備科１チームです。
白熱した戦いの結果、建築設備科チームが優勝しました。各チームとも、今大会の結
果を下に、改良を加え県大会に臨むことになります。県大会でベスト４に入ると、11
月に神奈川県で行われる全国大会への出場権が得られます。

９月１日から１０日にかけて、地区ＰＴ
Ａ懇談会が８箇所で開催されました。学校
からの概況説明の後、学年または学級ごと
に懇談を持ちました。会場の設定などいろ
いろお世話いただいたＰＴＡ役員の皆様、
大変ありがとうございました。

今年の全体の出席率は３３％でした。夜
の忙しい時間帯の開催で、出席が難しい方
もおられるようです。今後、地区ＰＴＡの
あり方、持ち方を検討していくことにして
います。

９月２６日（土）好天の下、総勢１６名
の参加でＰＴＡ研修旅行が行われました。
今年は、紫波観光ぶどう園でのぶどう狩り
や、遠野ふるさと村の見学などで大いに研
修・交流を深めることができました。昼食
のジンギスカン、ふるさと村での民話も好
評でした。参加いただいた皆さん、お疲れ
様でした。

宮古市長講演

校内ロボット競技大会

インフルエンザに注意

”保健だより“でもお知らせしましたが、宮
古市でもインフルエンザによる学級閉鎖を
する学校が出始めました。いつどこで感染す
るかわかりません。うがい・手洗いを徹底し、
罹患防止に努めましょう。また、万一罹患し
た場合は、重症化しないようまた感染を広げ
ないよう早期に医療機関で受診しましょう。

罹患した時期によっては、インターンシッ
プに参加できない、工業祭に参加できない、
新人大会に参加できない、就職・進学試験を
受けられない、修学旅行に行けないなど、大
変残念な結果に終わることもありえます。充
分注意しましょう。


